
総合評価

島嶼部への着上陸侵攻事態の対処において、港湾がない場合や使用できない場合を考慮すると、応急的に埠頭を構築する技術につ
いて早急に着手することは妥当である。
応急埠頭及び浮き桟橋を構築するためには、省人化技術、耐波浪技術、動揺緩和技術及び海上燃料補給管理技術について、技術
的課題を解明する妥当性が認められる。

ロジックモデル（先進揚陸支援システムの研究）

【事業の概要】
島嶼部への着上陸侵攻事態の対処において、港湾がない場合や使用できない場合、応急的に埠頭を構築して増援部隊、兵站部隊等の揚陸
及び国民保護活動を支援するために使用する応急埠頭及び海上において艦艇への補給品等の提供に使用する浮き桟橋に係る技術を確立する。

現状・課題 島嶼部への着上陸侵攻事態の対処において、重要インフラへの飽和攻撃の蓋然性が高く、万一破壊されても早期に港湾等を復旧し、部
隊行動を支える兵站活動が継続できる態勢を確立することが急務の課題である。

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容） 研究目標等（初期）

アウトプット
（技術の確立）

アウトカム（成果目標） インパクト
（我が国の防衛への効果）技術の適用計画・運用構想

（中長期）研究試作
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実
施
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本事業（研究試作）

所内試験

＜研究開発実施線表＞

所内試験

技術的課題の解明

省人化技術

耐波浪技術

【政策目標】（大綱との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して選択と集
中による重点的な投資
【施策目標】（中期との関
係）
・技術基盤の強化
重要技術に対して重点的な
投資を行うことで、戦略的に
重要な装備・技術分野にお
いて技術的優越を確保

総事業費
（予定）

約９４億円※
（５か年計画）
※所内試験のための試
験研究費は別途計上

主な関連事業

なし

スケールモデルによる水
槽試験により、水上の
特性を確認

その他
シミュレーションを活用し、
設計及び試験評価を
効率化

動揺緩和技術

海上補給等管理技術

動揺差の克服
地上部と浮いている桟橋
部や桟橋部と大きな埠頭
部といった動揺差があると
ころを緩和

浮橋としての強度の
向上

海上の波に対応した適度
に柔軟な構造とすることに
より波の影響を克服

技術の適用計画

・既存装備品のフォロー
アップへ流用

将来の運用構想
・水上や陸上の環境を克
服した橋梁の設計・構築
に応用可能
（例）岸壁と水面の高
低差を克服した橋梁の
架設

自律機能の向上
動揺環境に対応した自
律・電源機能を保持

耐塩水性
塩水環境下で機能を発
揮する構造

応急埠頭

浮き桟橋

耐リーフ性
海底との接触部に耐久性
を付与した材料、構造

耐リーフ技術


